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第７章 食育推進の目標指標                          

 

 

１ 指標の考え方 

・施策の基本方針ごとに目標指標を設定し、施策との関連を明確にする。 

  ・目標指標は、客観的データに基づく指標とし、データソースを明らかにする。 

 

２ 指標の選定基準 

  ・県民運動として食育を推進するのに、ふさわしい項目とする。 

  ・食育を推進するのにふさわしい定量的な目標数値を設定する。 

  ・施策の基本方針ごとに、達成状況を把握できる目標指標を選択する。 

 

３ 食育推進の目標指標 

  本計画に基づく施策を推進するため、基本方針ごとに、次のとおり数値目標を定める。 

 

 基本方針１  

生活の場面やライフステージに応じた切れ目のない食育の推進 

 

（１）家庭における食育の推進 

・数値目標１ 朝食を毎日食べる子ども（中学校３年生）の割合を増やす 

 （山梨県新体力テスト・健康実態調査） 

現状（Ｈ２６）        目標（Ｈ３２） 

男子：８５．４％   ⇒   ９０％以 

女子：８４．７％   ⇒   ９０％以上 

 

     ＜参考＞ Ｈ２６の朝食を毎日食べる子どもの割合 

       男子： 小１（９５．３％）、 小６（９０．４％）、  

           高３（全日制）（８２．６％）、 高４（定時制）（３０．５％） 

       女子： 小１（９５．０％）、 小６（９２．１％）、  

           高３（全日制）（８６．３％）、 高４（定時制）（１９．５％） 

 

・数値目標２ 朝食を週５回以上食べる若者（２０歳～３９歳）の割合を増やす 

   （市町村の住民に対する健康診査問診票の集計）※ただし、１村を除く２６市町村 

現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        ７８．８％    ⇒    ８５％以上 

   

・数値目標３ 家族と毎日、夕食を食べる子ども（小学校６年生）の割合を増やす 

 （山梨県新体力テスト・健康実態調査）  

      現状（Ｈ２６）         目標（Ｈ３２） 

        男子：７９．４％    ⇒    ８５％以上 

        女子：８３．７％    ⇒    ８５％以上 
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     ＜参考＞ Ｈ２６の家族と毎日、夕食を食べる子どもの割合 

       男子： 小１（９１．５％）、 中３（７２．２％）、  

           高３（全日制）（５８．６％）、 高４（定時制）（３７．３％）         

女子： 小１（９２．３％）、 中３（７６．９％）、  

           高３（全日制）（６６．７％）、 高４（定時制）（４６．３％） 

 

（２）学校、保育所等における食育の推進 

・数値目標４ 小中学校における農業体験の延べ実施回数を増やす 

    （消費生活安全課調べ） ※公立小中学校の実績 

      現状（Ｈ２６）        目標（Ｈ３２） 

        ３，７３９回    ⇒    ３，８００回以上 

 

（３）地域における食育の推進 

・数値目標５ 県民（２０歳以上）の１日の食塩摂取量を減らす（重点施策１の指標) 

 （県民栄養調査）   

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３４） 

        １０．５ｇ   ⇒     ８．０ｇ未満 

                     ※健やか山梨２１（第２次）の目標値 

 

・数値目標６  運動や食生活等の生活習慣の改善に取り組んでいる人の割合（４０歳

～５９歳）を増やす （重点施策１の指標） 

    （市町村の住民に対する特定健康診査問診票の集計）※ただし、３市村を除く２４市町村 

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        ３６．８％   ⇒     ５０％以上 

 

 基本方針２  

 地産地消の推進や生産者と消費者との交流の促進、食文化の継承 

  

（１）地産地消の推進や生産者と消費者との交流の促進 

 ・数値目標７ 学校給食における地場産物を使用する割合(食材ベース＝品目数ベー

ス)を増やす 

    （学校給食における地場産物の活用状況調査） 

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        ２５．７％    ⇒     ３０％以上 

 

 （２）食文化の継承 

・数値目標８ 山梨県食育推進協議会の構成団体が実施する「伝統的な料理や作法な

どを継承し伝える活動」の参加人数を増やす （重点施策２の指標） 

    （消費生活安全課調べ） 

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        １３，３６１人   ⇒   １４，０００人以上 
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 基本方針３  

 食育県民運動の展開 

 

（１）食育県民運動の展開 

・数値目標９ 食育推進活動に取り組むやまなし食育推進応援団の登録事業所数を増

やす（重点施策３の指標） 

    （消費生活安全課調べ） 

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        ２４９事業所   ⇒    ２７５事業所以上 

 

・数値目標１０ 食育推進ボランティア（食生活改善推進員を除く。）の登録人数を増

やす（重点施策３の指標） 

        ※食育を主体的に推進している食生活改善推進員のH２６登録人数 ４，０３５人 

（消費生活安全課調べ） 

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        １，２８４人   ⇒    １，４００人以上 

 

・数値目標１１ 食育推進月間中に、市町村食育推進計画に基づき市町村により実施

される啓発活動数を増やす （重点施策３の指標） 

    （消費生活安全課調べ）   

      現状（Ｈ２６）     目標（Ｈ３２） 

        １０９件   ⇒    １２０件以上 

 

 基本方針４  

 食品の安全性や栄養等の食生活に関する情報の提供 

 

（１）食品の安全性や栄養等の食生活に関する情報の提供 

・数値目標１２ 県ＨＰ「やまなし食の安全・安心ポータルサイト」へのアクセス数

を増やす 

    （消費生活安全課調べ） 

      現状（Ｈ２６）       目標（Ｈ３２） 

        ９，８６７件   ⇒    １２，０００件以上 
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○目標指標一覧 

区分 No. 指 標 項 目 現状数値 

（Ｈ２６年） 

目標数値 

（Ｈ３２年） 

１-(１) １ 朝食を毎日食べる子ども（中学校３年生）の割合

（％） 

男子 ８５．４ ９０以上 

女子 ８４．７ ９０以上 

 ２ 朝食を週５回以上食べる若者（２０歳～３９歳）の割合（％） ７８．８ ８５以上 

 ３ 家族と毎日、夕食を食べる子ども（小学校６年生）の

割合（％） 

 男子 ７９．４ ８５以上 

 女子 ８３．７ ８５以上 

１-(２) ４ 小中学校における農業体験の延べ実施回数（回） ３，７３９ ３，８００以上 

１-(３) ５ 県民（２０歳以上）の１日の食塩摂取量（ｇ） 
１０．５ 

８．０未満 

（H３４） 

 ６ 運動や食生活等の生活習慣の改善に取り組んでいる人の割合

（４０歳～５９歳）（％） 
３６．８ ５０以上 

２-（１） ７ 学校給食における地場産物の使用割合（食材ベース）（％） ２５．７ ３０以上 

２-（２） ８ 山梨県食育推進協議会の構成団体が実施する「伝統的な料理 

や作法を継承し伝える活動」の参加人数（人） 
１３，３６１ １４，０００以上 

３-（１） ９ 食育推進応援団の登録数（事業所） ２４９ ２７５以上 

 １０ 食育推進ボランティア（食生活改善推進員を除く。）の登録 

人数（人） 
１，２８４ １，４００以上 

 １１ 食育月間中に市町村食育推進計画に基づき市町村が実施する

啓発活動数（件） 
１０９ １２０以上 

４-（１） １２ 食の安全・安心ポータルサイトへのアクセス数（件） ９，８６７ １２，０００以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


